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メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ パン の 
技術 と 情熱 を 乗せ て 、 
赤い 新野 線 が 走り は じ め ま す 。 


ン Running Performance 

より 速く 。 時速 320km 走 行 を 可能 に する スピ ー ド 性 能 。 
東北 新幹線 ES 系 と の 併結 運転 が 可能 で 、300km/h で 走行 し ます 。 
0 も: (た dpI1755 か :: 素 401 す DAIEGd の か ョ ルル:3m か KG の Y: る : 記 


ン Ride Quqlify 

より 快適 に 。 最 先端 の 車両 技術 に より 向上 し た 乗り 心地 。 
車体 の 揺れ を 感知 し て 振動 を 低減 する フル アク ティ ブサ スペ ンション や 、 
カー プ 走 行 時 に 体感 する 遠心 力 を 緩和 させ る 車体 傾斜 装置 に より 、 
乗り 心地 を 大 幅 に 向上 させ まし た 。 


ン Fnvironmenfgl Performance 

より や さ し く 。 低 騒音 化 を 実現 し た 環境 性 能 。 
先頭 形状 の ロン ダグ ダ ノ ー ズ 化 や パン タグ ラフ の 改善 な ど に より 、 
空気 抵抗 を 減ら すこ と で 、 大 幅 な 低 騒 音 化 を 実現 し まし た 。 


ン Beaufiful Design 

より 美しく 。 従来 に な い 大 胆 な カラ ー と 先進 の 車両 デザ イン 。 
先進 的 で スピ ー ド 感 あ ふれ る フォ ルム を 鮮やか な 茜色 で カラ ー リ ング 。 

気品 さと 大 胆 さ を 併せ 持っ た 色 使 いで 、 東 北 秋田 の 情熱 を 表現 し まし た 。 


禁 色 Upper body : Mgddar [dgrk] red 


車両 を 鮮烈 に 印象 付け る 茜色 は 、「 なまはげ 」「 竿 燈 」 な ど 、 
4 の | 暫 ミ pIre に オ / リ ロニ も : 才 肖 ジジ スン だ 


2 ー デ ョ ジグ レ / バー Mid-body color baqnd : Arrow silygr 


スピ ー ド 感 あ ふ ゃ れる フォ ルム を 際立た せる と と も に 、 
「E5 系 」 と 連結 し た 際 に 美しい 流れ を 作り だ す 。 


飛 雲 ホ あ イ ト Car body color : "Hiun” while 


「 茜 色 」『 ア ロー ジル バー」 を 鮮明 に し 、 
「E2 系 」!E5 系 」 に も 採用 され て いる 気品 の ある 色 。 











トー HE 


秋田 の 伝統 工芸 、 槽 岡 焼き の 般 薬 「 海 負 般 」 の 青色 と 「 川 連 漆 器 」 の 茶色 実り 豊か な 秋田 の 大 地 を イメ ー ジ し 、「 稲 穂 の 中 へ 分 け 入る と き ぎの 高揚 感 」 


を 基調 に 、 直 線 的 な 様式 美 を 加え た 空間 。 腰掛 に は 電動 レッ グレ スト を を 味わえ る 空間 。 腰掛 を 黄金 色 の 稲穂 に 、 通 路 を 田んぼ の あぜ 道 に 見 立て 
備え て いる ほか 、 す べ て の 席 に 読書 条 と 電源 コン セン ト を ご 用 意 し まし た 。 まし た 。 窓側 の 席 と 、 最 前 列 ・ 最 後列 に は 電源 コン セン ト を 設置 し まし た 。 





車いす 固定 ベル ト 装 備 の 座席 や 発光 手すり 、 フ ルカ ラーLED の 大 型 情報 改良 型 ハ ンド ル 形 電動 車いす 対応 の 大 型 洋 式 ト イレ は 、 オ ムツ 交換 台 や 
案内 装置 な ど 、 バ リア フリ ー・ ユ ニ バ パー サル デザ イン を 推し 進め まし た 。 着替え 時 に 使用 で きる プレ ー ト の 設置 な ど 、 設 備 の 充実 を 図り まし た 。 
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秋田 新野 線 E6 系 で 行く 秋田 の 旅 





比内 地 鶏 料理 [大 館 市 他 ] こ で 」 4 の たま 


芯 摩 地 鶏 ・ 名 古屋 コー チン と 並ぶ 日 本 [大 館 市 ・ 鹿 角 市 ] 
三 大 地 鶏 の ひと つ 。 脂身 が 少な く 噛 む “ | テテ 款 ロ 圭 ロー ー 

ほど に 溢れ る 旨み が 特徴 で 「 き り た ん ぼ At 人 委 6 
鉛 」 に は な く て は な ら な いも の で す 。 ' | PS es 

ん だ 銅 料理 。 代 々 受け 継が れ て い 

「 人 る 、 秋 田 を 代表 する 郭 土 料 理 で す 。 





JEUMIK り i 
Akita 人 Morioka 





な ま は げ [男鹿 市 ] 馳 頭 温泉 [仙北 市 」 

秋田 と いえ ば 「 な ま は げ 」。「 な ま 秘 湯 の 中 で も 屈指 の 人 気 を 誇る 
は げ 館 」 や 例年 2 月 に 行わ れる 「 な ま 乳頭 温泉 。 秘 湯 ブ ー ム の さき が け 
は げ 柴 灯 ま つり 」 な ど 、 発 祥 の 地 ・ と も 言わ れ 、 独 自 の 源泉 を 持つ 七 つ 


男鹿 な ら で は の 魅力 が 盛り だ くさ ん 。 の 湯 は 、 そ れ ぞ れ 泉 錦 が 異な り ま す 。 





横手 や き そ ば [横手 市 ] 田沢 滑 [ 仙 北 市 」 

ご 当地 グル メ の 先駆 け 的 存在 の 日 本 一 深い 湖 と し て 知ら れ 、 瑠 璃 色 
横手 や き そ ば 。 横 手 市 内 に ひし めい の 湖面 が 特徴 の 田沢 湖 。 グ ラ デ ー 
て いる 約 50 店 の 提供 店 が 、 新 名 物 を ショ ン の か か っ た 美しい 湖 に 伴 む 
いそ 介 に に 4 しま 1.1rd5t: を 志 金色 の 「 た つこ 像 」 は 神秘 的 で す 。 





稲庭 うど ん [湯沢 市 」 だ EMIIEIIrl 

江戸 時 代 か ら 湯 沢 市 稲庭 地区 で 「 CK 武家 屋敷 の 黒板 志 が 続く 城下 町 角館 。 
作ら れ て いる 歴史 ある うど ん 。 な め = / 春の シダ レザ クラ を は じ め 、 季 節 で ご と に 
と ルキ リル コン ルウ と Y = 5/ ゴ ノコ 爵 “ 美しい 表情 を 見 せる 町 並み は 「 み ち 
el 革 リ 膨 = レ エー シセ ゴリ ノニ ョ コン | の く の 小 京都 」 と も 呼ば れ て いま す 。 


⑨!「 ス ー パ ー こ まち 」2013 年 3 月 16 日 デビ ュー。 東 京 - 秋 田 最 速 3 時 間 45 分 。1 日 4 往復 運転 。 
還 下 リ ダ イ ヤ ( 主 な 区 回) 、 軒 上 り ダイ ヤ ( 主 な 区 間 ) 
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宮 「 ス ー パ ー こ まち 」 は 全車 指定 席 で す 。 宮 指定 席 穫 は ご 利用 開始 日 の 1 ヶ月 前 か ら 発売 し ます 。 金 額 は 運賃 、 特 急 科 金 の 合計 で す 。 京 ゲリー ン 車 を ど 利 用 に な る 場合 の 特急 料金 は 、 東 京 ・ 大 宮 ・ 仙 台 発 着 は 870 円 引き 、 左 賠 発 着 は 510 円 引き で す 。 
ロ 「 ス ー パ ー こ まち 」 の 運賃 ・ 料 金 ・ 時 刻 に つい て 詳し く は 、JR 東 日 本 の ホー ムペ ー ジ また は 駅 作 員 に お 尋ね 下さ い 。 (この パン フレ ッ ト は 、32013 年 1 月 24 日 時 点 で の 情報 を も と に 作成 し て いま す 。) 








